
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形原中校長だより  令和６年 1 月 22 日 (月)  N0, １００  

   

 

～ふるさと形原を愛する形中生～ 

 

 

令和２年４月２３日(木)に、校長だよりの１号を発行しました。それから約３年と９ヶ月が経ち、

今号で１００号の発行になりました。２週間に１号のペースで、生徒たちの学校生活の様子や本

校の教育の考え方や改革について、みなさまにお知らせしてきました。大きな文字と沢山の写

真、なるべく簡潔な文章で、読みやすくしたつもりでしたが、どうだったでしょうか。時折、｢校長だ

より楽しみにしているよ｣と生徒や保護者、地域の方から声を掛けていただくことがあり、それを励

みにここまで続けることができました。ご愛読に感謝いたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おかげさまで 

５号(R2.6月) 

コロナが猛威、

多くの学校行

事が中止に！ 
27号(R3.4月)  

新しい教育目標の設定 

 

48号(R4.1月) 

チャラボコ体験 

38号(R3.9月)

生徒に 1台 

タブレット支給 

47号(R4.1月) 

生活のきまりの見直し 

37号(R3.9月)新ｼﾞｬｰｼﾞ導入 

61号(R4.9月) 

海遊び体験 
54号(R4.5月) 

潮干狩り体験 

66号(R4.10月) 

形原の魚をおいしく

きれいに食べる 

方法を伝授 

75号(R5.2月) 

ロープで卒業式の

コサージュ制作 

66号(R5.4月) 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽｸｰﾙと

小中一貫など新し

い教育のｽﾀｰﾄ 

92号(R5.10月) 

ｸﾗﾌﾄﾌｪｱ蒲郡に

多くの生徒がボラ

ンティアで参加 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年特選作品 

２年特選作品 

３年特選作品 

1/９(火)に競書会を行いました。書き

初めは平安時代から始まったと言わ

れています。その目的は、書の上達祈

願とされています。 

美しい手書きの文字で書かれた文

章は、知的な感じがして、なぜか内容

まで良いものに思えてしまいます。美し

い文字が書けることは、それだけでアドバ

ンテージになります。ICT の発達により、

めっきり手書きする機会が減ってしまい

ましたが、自分のサインだけでも美しく

書けるようにしたいものですね。 

競書会の課題は、１年｢万里一空｣、 

２年｢笑門来福｣、３年｢理想の実現｣で

す。今まで３年生のみ硬筆で実施して

いました。しかし、入試の願書が手書

きではなくなったこと、生徒たちが筆を

使う機会が少ないこと等を考慮し、３

年生も毛筆で実施することにしました。 

当日、生徒たちは、心を整え、凛とし

た雰囲気の中で、集中して筆を運ん

でいました。 

各学年の特選作品を掲載します。

全校の作品は、各学年の廊下に展

示しました。 

 


